
令和８年２月定例会 
                           総務委員会 
 

総務部長説明要旨（当初予算） 
 
  総務部長の山本でございます。 
  よろしくお願いいたします。 
 
 はじめに、令和８年度当初予算案の概要につきまして、 
御説明申し上げます。 
 

令和８年度の一般会計当初予算案は、新総合計画に掲げる 
「めざす将来像」の実現に向けた６つの政策の柱のもと、 
アクションプランを具現化する取組を中心に編成したもので、

予算規模は６，４９９億円となっております。 
今後も、人件費、公債費、社会保障関係経費といった義務的

な歳出の増加が見込まれますが、健全で持続可能な県財政の 
運営と、必要な予算確保のため、一層の危機感をもって対応 
してまいります。 
 
 それでは、総務部の議案の概要を御説明させていただきます。 
  
 まず、当初予算議案ですが、議案書（令和８年度予算）の 
１ページを御覧願います。 
 
 議案第１号「令和８年度和歌山県一般会計予算」では、 
総額６，４９８億５，０９５万１千円、うち総務部関係は、 
１，７１３億９，３５６万５千円で、 
前年度と比べ、約１４．６％の増となっております。 
 

以上の予算議案のうち、歳入につきましては、財政課長及び 
税務課長から、歳出につきましては、担当課長から、 
後ほど御説明させていただきます。 



 また、令和８年度特別会計予算案として、 
議案第 ６号「和歌山県職員住宅特別会計予算」、 

  議案第１０号「和歌山県市町村振興資金特別会計予算」、 
  議案第１１号「和歌山県自動車税証紙特別会計予算」、 
  議案第１２号「和歌山県用地取得事業特別会計予算」及び  
  議案第１３号「和歌山県公債管理特別会計予算」の審議を

お願いしております。 
 
 続きまして、総務部関係の条例議案でございますが、 

議案書（条例等）の２ぺージを御覧願います。 
 

 議案第３３号「和歌山県行政手続条例の一部を改正する条例」 

は、行政手続法の一部改正に伴い、不利益処分の名宛人となる

べき者の所在が判明しない場合における聴聞の通知等の方式に

係る見直しを行うため、規定の整備をおこなうものでございま

す。 

 

議案書の４ページ、議案第３４号 

「附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例」 

は、知事の附属機関として和歌山県いじめ再調査委員会を設置

するとともに、和歌山県役務提供等実績認定審査会を廃止する

ものであります。 

 

議案書の６ページ、議案第３５号「知事等の給与の特例に 

関する条例の一部を改正する条例」は、県の財政状況を考慮し、

知事及び副知事の給料及び期末手当の額を減ずる期間を延長 

するものでございます。 

 

議案書の７ページ、議案第３６号「職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例」は、通勤手当の上限額の改定及び駐車

場等に係る通勤手当の新設、特地勤務手当の上限額の改定、 

第一種初任給調整手当の支給対象に薬剤師に係る職を加える 

改定、地域別最低賃金に相当する額を下回らない給与水準を 



確保するための手当として第二種初任給調整手当を新設する 

ほか、所要の改正を行うものでございます。 

 

議案書の１６ページ、議案第３７号「会計年度任用職員の 

給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例」は、 

地域別最低賃金に相当する額を下回らない給与水準を確保する

ため、会計年度任用職員に第二種初任給調整手当に相当する 

報酬を支給することとするものでございます。 

 

議案書の７２ページ、議案第５８号「和歌山県使用料及び 
手数料条例の一部を改正する条例」は、 
和歌山県工業技術センターの機器の更新等に伴う手数料の額の

改定等を行うものでございます。 
 
 次に、その他案件といたしまして、議案書の８３ページを 
御覧願います。 
 

議案第６１号「包括外部監査契約の締結について」は、 
令和８年度包括外部監査契約を締結することについて、議会の

議決を求めるものでございます。 
 

次に、知事専決処分報告でございます。 

知事専決処分報告の１ページを御覧願います。 

 

報第１号「令和７年度和歌山県一般会計補正予算」は、 

衆議院の解散に伴う衆議院議員総選挙の執行に要する経費 

として、総額９億３，７０６万１千円の増額補正を行うことに

ついて、急を要したため、地方自治法第１７９条第１項の規定

による専決処分を行ったものであり、その承認をお願いする 

ものであります。 

 

次に、審査請求却下報告の１ページを御覧願います。 

 



諸報第１６号は、退職手当の支給制限処分に対する審査請求

を却下したことについて、議会に報告するものでございます。 
 

 
私からは、以上でございます。 

 よろしく御審議の程お願い申し上げます。 
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令和８年２月定例会総務委員会 

 

当初予算歳入説明（財政課） 

 

財政課長の小林でございます。よろしくお願いいたします。 

令和８年度一般会計当初予算案の歳入について、ご説明申し上げま

す。 

 

「令和８年度予算説明書」の１ページをご覧ください。 

歳入の合計は、６，４９８億５，０９５万１千円となっております。 

 

県税や地方譲与税など県税関係につきましては、後ほど税務課長が

説明いたしますので、私からは、それ以外の内訳についてご説明申し

上げます。 

 

入
にゅう

９ページの地方特例交付金につきましては、 

住宅ローン控除等による個人県民税の減収分ほか、軽油引取税の暫定

税率廃止等に伴う減収分に対するものとして、３９億３，１００万円

を計上しております。 

 

次に、入 10 ページの地方交付税につきましては、 

１，９６９億円を計上しております。 

内訳は、普通交付税で１，９４９億円、特別交付税で２０億円となっ

ております。 

 

次に、入 11 ページの交通安全対策特別交付金につきましては、 

交通安全施設整備の財源として交付されるものとして、 

１億３，２００万円を計上しております。 

次に、入 12 ページからの分担金及び負担金につきましては、 

建設事業施行に伴う市町村負担金等であり、 

分担金で１，３１５万３千円、 

負担金で８億５，１０４万４千円を計上しております。 
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次に、入 15 ページからの使用料及び手数料につきましては、 

公営住宅使用料や運転免許関係事務手数料等であり、 

使用料で４３億３，９４２万４千円、 

手数料で１３億４，０４４万８千円を計上しております。 

 

次に、入 19 ページからの国庫支出金につきましては、 

公共事業に係るものや義務教育費国庫負担金等であり、 

国庫負担金で３７５億  ６３３万４千円、 

国庫補助金で４５０億８，９３０万９千円、 

委託金で    ７億５，５５０万５千円を計上しております。 

 

次に、入 42 ページからの財産収入につきましては、 

県有財産の運用収入や売払収入によるものであり、 

財産運用収入で３億５，３０８万７千円、 

財産売払収入で２億２，５５４万２千円を計上しております。 

 

次に、入 44 ページの寄附金につきましては、 

ふるさと和歌山応援寄附金や企業版ふるさと納税等の受入であり、 

１億９，６１９万２千円を計上しております。 

 

次に、入 45 ページからの繰入金につきましては、 

特別会計や基金からの繰入金であり、 

特別会計繰入金で３億４，０４６万３千円、 

基金繰入金で３３１億９，９３８万３千円を計上しております。 

 

次に、入 49 ページの繰越金につきましては、 

科目設定として１千円を計上しております。 

 

次に、入 50 ページからの諸収入につきましては、 

貸付金元利収入や宝くじ収入等であり、 

合計で９３３億８６万６千円を計上しております。 

 

次に、入 55 ページからの県債につきましては、 

公共事業等の財源として発行するものであり、 
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５２４億３，３８０万円を計上しております。 

 

＜財政課歳出＞ 

 

次に、一般会計における財政課所管の歳出についてご説明申し上げ

ます。 

歳出の主なものは、予算編成事務経費、基金への積立金及び県債の

償還に係る経費であります。 

 

出３ページの一般管理費は、包括外部監査契約に要する経費として、

１，２７０万７千円を、 

出６ページの財政管理費は、予算編成事務経費、各種基金積立金等

で、１０６億６，３５５万円を計上しております。 

 

出 140 ページの公債費は、県債の償還元金及び利子に係る公債管理

特別会計への繰出金等で、８４９億８，９６６万４千円を計上してお

ります。 

 

出 150 ページの予備費は、前年度と同額の２億円を計上しておりま

す。 

 
＜各部局にまたがる特別会計の歳入、財政課所管特別会計の歳入・歳出＞ 

 

次に、各部局にまたがる特別会計の歳入並びに財政課所管の特別会

計の歳入及び歳出についてご説明申し上げます。 

 

特 90 ページからの用地取得事業特別会計の歳入は、財産収入及び

県債等で、９億６，４８６万６千円を計上しております。 

 

特 105 ページからの公債管理特別会計の歳入は、他会計繰入金及び

借換債等で、１，２８６億４，１１６万７千円を計上しております。 

また、本会計の歳出につきましては、県債の償還元金及び利子等で、

歳入と同額を計上しております。 

 

私の説明は以上でございます。 

ご審議の程、よろしくお願い申し上げます。 



令和８年２月定例会 

総務委員会 

税務課長説明要旨《当初予算》 
 

 税務課長の津呂でございます。 

 令和８年度当初予算案の県税関係収入につきまして、 

御説明いたします。 

 

 「令和８年度予算説明書」「歳入」の県税につきましては、

令和７年度の県税収入見込額を基礎として、税制改正の 

影響のほか、最近の経済情勢、国の地方税収入見込額等を 

勘案し、１，００６億２，６４０万円を計上しています。 

 

主な税目について御説明いたします。 

「入」１ページの県民税につきましては、個人所得や 

企業収益の動向、また、金利の状況を勘案して、前年度に比

べ、４１億３，２００万円増の３９７億６，６００万円を計

上しています。 

 

次に、「入」２ページの地方消費税につきましては、 

国の地方税収入見込額や県内輸入取引の状況等を勘案して、 

前年度に比べ、２６億４，１００万円増の 

２２７億７，４００万円を計上しています。 

 

次に、「入」４ページの軽油引取税につきましては、 

旧暫定税率の廃止を勘案して、 

前年度に比べ、３１億４，７００万円減の 

２７億９，９００万円を計上しています。 

 

同じく、「入」４ページの自動車税につきましては、 

環境性能割の廃止等を勘案して、 

前年度に比べ、１４億１，２００万円減の 

１０５億５，２００万円を計上しています。 

 

 

 



次に、「入」６ページの地方消費税清算金につきましては、 

国の地方税収入見込額、本県の消費シェア等を勘案して、 

５６０億４，２００万円を計上しています。 

 

 次に、「入」７ページから８ページの地方譲与税に 

つきましては、国の地方譲与税収入見込額等を勘案して、 

総額で２２２億７，５００万円を計上しています。 

 

次に、歳出予算案について御説明いたします。 

 

「出」１６ページから１７ページの徴税費に 

つきましては、税務職員の人件費等に要する経費として 

税務総務費で１１億９，９８６万８千円、 

県税運営システム等の賦課徴収に要する経費として、 

賦課徴収費で４０億５，７２８万１千円を 

それぞれ計上しています。 

 

 次に、「出」１４１ページから１４９ページの諸支出金 

につきましては、地方消費税の都道府県間の清算に要する 

経費である地方消費税清算金 ２２７億８，７００万円のほ

か、関係する県税収入の一定割合を関係市町村に 

交付するための経費等をそれぞれ計上しています。 

 

 次に「債務負担行為」でありますが、「雑」１５ページを

ご覧願います。 

 税務課関係の主なものとして、 

（事項）新規８「令和８年度和歌山県税運営システム用ネッ

トワーク賃貸借」で４，３７４万２千円の限度額を、 

（事項）新規９「令和８年度和歌山県税運営システム利用者

端末等賃貸借」で４億２２７万２千円の限度額をお願いして

おります。 

 

次に、「特」８６ページをお開き願います。 

 自動車税証紙特別会計につきましては、自動車税の 

証紙徴収分を一般会計へ繰り出すもので、歳入歳出ともに 

２億３，０６８万３千円をそれぞれ計上しています。 



 

なお、資料といたしまして、 

「地方税法等の一部を改正する法律（案）が年度内に 

公布された場合に和歌山県税条例の改正を要する部分 

についての説明書」をお手元に配付させていただいており

ます。 

これは、当法律案が今国会に提出されており、今後、成立・

公布された場合に、県税の賦課徴収に支障が生じないよう 

県税条例の改正を行うため、知事専決処分によることがある

旨、御了解を賜りたくお願いするものであります。 

 

以上、御審議の程よろしくお願い申し上げます。 



令和８年２月定例会 

総務委員会 

 

 

総務課長説明要旨（当初予算） 

 

 総務課長の田嶋でございます。 

 

 歳出予算案について御説明いたします。 

 

予算説明書「出（しゅつ）」３ページ 

第 1 目「一般管理費」のうち、総務部内の連絡調整業務等に 
要する経費として、１，６３４万４千円をお願いしております。 

 

 次に、「出（しゅつ）」４ページ 

第２目「人事管理費」のうち、行政不服審査会の運営に要す
る経費として、１４９万５千円をお願いしております。 

 

 次に、「出（しゅつ）」６ページ 

第 4 目「文書費」で、文書の収受発送や法制関係、 
情報公開・個人情報保護推進の事務、公文書管理システムの保
守等に要する経費として、１億１，９４２万８千円をお願いし
ております。 

 

 次に、「出（しゅつ）」８ページ 

第 10 目「諸費」のうち、宗教法人の適正な管理運営を図る 
事務に要する経費として、１３万８千円をお願いしております。 
 
 以上でございます。 

よろしく御審議の程お願い申し上げます。 

 

 



令和８年２月定例会 

総務委員会 

人事課長説明要旨（当初予算） 

人事課長の笠松でございます。 

 

予算説明書「出（しゅつ）」３ページ、第1 目 一般管理費のうち、 

人事一般管理事業で、事務補助職員の報酬等の経費として 

８億１，８６１万４千円をお願いしております。 

 

 次に、「出」４ページ、第２目 人事管理費のうち、 

人事管理事業では、職員の派遣等に要する経費として２，５６０万９千円、 

職員研修事業では、職員研修の実施に要する経費として、３，０３８万４千円をお

願いしております。 

  

以上でございます。よろしくご審議の程お願い申し上げます。 



令和８年２月定例会 

総務委員会 

 

 

職員課長説明要旨（当初予算） 
 
 職員課長の稲内でございます。 
 
 予算説明書「出（しゅつ）」の３ページを御覧願います。 

第１目「一般管理費」のうち、職員費では、特別職３人と、
一般職４０８人の人件費として４１億６４５万４千円、職員一
般管理事業では、会計年度任用職員等の共済費、負担金等に要
する経費として２億７，９２８万２千円をお願いしております。 
 
 次に、「出」５ページ、第２目 人事管理費のうち、退職手当
で２７億８，５４９万７千円、児童手当で 
２億８，９４８万８千円、職員健康管理事業では、職員に対す
る健康管理等に要する経費として８，４３１万７千円、安全衛
生推進事業で１２４万円、職員厚生事業で６２１万６千円、県
庁内保育所整備事業では、県庁内保育所の設計に要する経費と
して５１９万９千円、職員人事管理事業では、職員の赴任旅費
等に要する経費として６，６２６万７千円をお願いしておりま
す。 
 
 次に、「出」８ページ、第９目 恩給及び退職年金費でござい
ますが、恩給及び退職年金の支給に要する経費として 
３２９万３千円をお願いしております。 
 
 以上でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げま
す 



令和８年２月定例会 

総務委員会 

 

 

考査課長説明要旨（当初予算） 

 

 

 考査課長の額田でございます。 

 

 予算説明書「出
しゅつ

」の５ページを御覧願います。 

第２目「人事管理費」のうち、不正行為等通報の処理等に要する

経費として、１８１万２千円をお願いしております。 

 

 以上でございます。 

よろしく御審議の程お願い申し上げます。 

 

 



 

令和８年２月定例会 

総務委員会  

 

市町村課長説明要旨（当初予算） 

 

市町村課長の和久里でございます。 

 

予算説明書「出
しゅつ

」の８ページを御覧願います。 

第 10目「諸費」のうち市町村課関係として、自衛官募集事

業に要する経費で、３４万６千円を計上しております。 

 

次に、「出
しゅつ

」の１８ページを御覧願います。 

第１目「市町村連絡調整費」のうち、市町村課関係として、

職員の人件費を１億５,４５１万７千円、市町村行財政の連絡

調整に要する経費を１,１６０万４千円、住民基本台帳ネット

ワークシステム及びマイナンバー制度の運用に要する経費を 

１億９６１万４千円、そして和歌山地方税回収機構への運営

補助に要する経費で、１,９００万円を計上しております。 

 

次に、第２目「自治振興費」で、５億１,７４７万５千円を

計上しております。 

これは、公益財団法人和歌山県市町村振興協会に対する市

町村振興宝くじ収益金の交付に要する経費であります。 



最後に、「市町村振興資金特別会計」について御説明させ

ていただきます。「特
と く

」の８２ページを御覧願います。 

歳入は、繰越金及び貸付金元利収入等の諸収入で、 

１０億２,０２２万７千円を計上しております。 

 次に歳出でありますが、「特
と く

」の８５ページを御覧願いま

す。 

第１目「市町村振興資金助成費」で、１０億２,０２２万７

千円を計上しております。 

これは、市町村が実施する事業の推進を図るための低利貸

付を実施するものであります。また、今後の貸付見込額を勘

案いたしまして、一般会計へ２億円の繰出しを予定しており

ます。 

 

 以上でございます。よろしく御審議のほど、お願い申し上

げます。 



令和８年２月定例会 
総務委員会 

 

管財課長説明要旨（当初予算） 

 

管財課長の水野でございます。 

 

 予算説明書「出（しゅつ）」の３ページから４ページをご

覧願います。 

 第１目 一般管理費のうち管財課関係は、本庁舎の維持

管理に要する経費として７億１，２０７万９千円、適正な

車両管理及び事務量削減のための公用車メンテナンス委託

に要する経費として１億４，８６０万５千円をお願いして

おります。 

 

 次に「出（しゅつ）」の７ページから８ページ 

 第７目 財産管理費は、県有財産の適正な維持管理経費

等で、４，８１７万１千円をお願いしております。 

 

 また、第８目 支庁及び地方事務所費のうち管財課関係

は、県内７振興局の維持管理経費等で、１０億９，７７４

万４千円をお願いしております。 

 

 次に「債務負担行為」でありますが、「雑」１６ページ

をご覧願います。 

（事項）新規１０「令和８年度県庁舎電話交換業務委託」

で２，６１０万円の限度額を、 

新規１１「令和８年度県庁南別館管理運営委託」で３億

５，５６４万３千円の限度額を、それぞれお願いしており

ます。 



   

 最後に、職員住宅特別会計でございますが、 

「特」の２７ページから３０ページをご覧願います。 

 歳入歳出予算に、それぞれ１億４，３６４万４千円をお

願いしております。 

 歳入は、県、教育委員会及び警察の各職員住宅貸家料（か

しやりょう）、歳出は職員住宅の維持管理に要する経費等

でございます。 

 

 以上でございます。よろしくご審議の程お願い申し上げ

ます。 



令和８年２月定例会 

総務委員会 

 

 

行政企画課長説明要旨（当初予算） 

 

 

 行政企画課長の𠮷𠮷田でございます。 

 

 予算説明書「出」の５ページをご覧願います。 

第２目「人事管理費」のうち、主なものといたしまして、 

県職員向けのＤＸに関する研修の実施及び県行政の課題解決に向け

た外部専門人材の活用に要する経費として ３，２６５万円 、 

事務プロセスの見直しやデジタル技術を活用した業務の効率化等に

要する経費として ５，６２４万１千円 をお願いしております。 

 

次に、「出」１８ページ 

第１目「市町村連絡調整費」のうち、市町村の行政ＤＸ推進を支

援するために要する経費として ７，８０８万３千円 をお願いして

おります。 

 

次に「債務負担行為」でありますが、「雑」１６ページをご覧願

います。 

事項 新規１２「令和８年度ＲＰＡシステム運用」で３３７万円の

限度額を、 
事項 新規１３「令和８年度モバイルルータ運用」で１，７７３万

円の限度額をお願いしております。 
 

 以上でございます。 

よろしくご審議の程お願い申し上げます。 

 



令和８年２月定例会 

総務委員会 

 

 

情報基盤課長説明要旨（当初予算） 

 

 

 情報基盤課長の中村でございます。 

 

 予算説明書「出」の 11 ページをご覧願います。 

第１目「企画総務費」のうち、総合行政ネットワーク LGWAN へ

の接続等における行政情報化の推進に要する経費として 

５，３７３万４千円を、 

庁内で利用する各種業務システムを集約する共通基盤等設備におけ

る庁内システムの運用管理に要する経費として 

１億７，８４３万１千円をお願いしております。 

 

 次に、第２目「計画調査費」のうち、県域情報ハイウェイきのく

に e－ねっと及び庁内 LAN など行政ネットワーク基盤の運用管理

に要する経費として 

１７億５，５３９万９千円をお願いしております。  

 

 次に「債務負担行為」でありますが、「雑」１６ページをご覧願

います。 
（事項）新規１４「令和８年度団体内統合宛名管理システム運用

保守」で３，５０９万６千円の限度額を、 
新規１５「令和８年度行政事務用パソコンソフトウェアライセン

ス賃貸借」で１７万８千円の限度額を、それぞれお願いしておりま

す。 
  

以上でございます。 

よろしくご審議の程お願い申し上げます。 
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